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A CASE OF TRANSITIONAL CELL CARCINOMA OF THE BLADDER 
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   A 15-year-old male was referred to our hospital with the chief complaint of gross hematuria. 
Cystoscopic examination revealed apapillary tumor on the posterior wall. Transurethral resection of 
the bladder tumor was performed. Histological examination of the excised tumor showed transitional 
cell carcinoma, grade 1, pTa. Recurrence has not been observed for about 2 years after the operation. 
We investigated 54 previously reported Japanese cases of bladder cancer before age twenty including 
the present  case: 
                                              (ActaUrol. Jpn.  47: 99-103, 2001) 
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緒 言
20歳未満 の若年者 に発生 する膀胱癌は,稀 な疾患で
ある.今 回,わ れわれは15歳の男性 に発症 した膀胱移





既往歴:10歳時 にてんかん と診断 され内服治療 を4
年間施行.喫 煙歴な し.
家族歴:姉 が13歳時脳 出血 にて死亡.
現病歴:1997年5月頃に無症候性 肉眼的血尿 を認め
たが,近 医 にて抗生剤 を投与 され肉眼的血尿 は消失 し
た.そ の後 も間欠的に肉眼 的血尿 を認めたが,保 存的
に経過観察 されていた.し か しその後 も肉眼 的血尿が
続いたため,同 年11月下旬 に当院小児科 を受診 し,精
査加療 目的 にて同年12月2日当院入院 となった.
現症:身 長174cm,体重89kgと 肥満体型 であ る
以外,理 学的所見上異常 を認め なか った.表 在 リンパ
節 は触知せず.








ンス ア ミナーゼおよび血清補体価C3の 軽度上昇 を認
め た.検 尿 上pH5.5,蛋 白(一),糖(一),RBC
lOO</hpf,WBC1・-4/hp£尿 培養,尿 細胞診 で は
異常な し.排 泄性腎孟造影で は上部尿路 に異常な く,
膀胱部に明 らか な陰影欠損像 を認めなかった.経 腹的
超音波検査 において両腎に異常所 見 を認 めず,ま た膀
胱部 は肥 満の ため描 出不 良であ った.腹 部造 影CT
で も,腎 臓部 に特記すべ き所見 を認めなかった.血 尿
について当科へ原因検索 の依頼あ り,膀 胱鏡 を施行 し
た ところ,膀 胱後壁右 側寄 りに径約2cmの 乳頭状有
茎性腫瘍 を認めた.オ リーブ油 を膀胱内に注入 した骨
盤部CT(Fig.1)では,膀 胱後壁 に径24×18mmの
有茎性腫瘍 を認 めたが,膀 胱壁外浸潤 を疑わせ る所 見













術 後経過:術 後 の経過 は良好で,BCG80mgの 膀
胱 内注入療法 を週1回,計8回 施行 した.術 後2年 を
経過 した現在,再 発 ・転移 を認めていない.
考 察
20歳未満の若 年者 に発生す る膀胱癌 は,稀 な疾患 と
されている.Javadpourら1)は膀胱上皮性腫瘍 におけ
る20歳以下の発生頻度 は,約O.4%(10,000例中40例)
と報告 し,本 邦では1996年度 の 日本泌尿器科学会 の報
告2)によれ ば,19歳以下 の症 例 は約0.2%の発 生 率
(2,724例中4例)で あ り,い ず れ も1%を 満た してい
ない.今 回,わ れわれが文献上検索 し得 た20歳未満の
膀胱癌の本邦報告例 は53例あ り,自 験例 を加 えた54例
(Tablel)について検討 を加 えた.年 齢 は1歳 か ら19
歳 まで分布 してお り,平 均15.2歳であ った.年 齢が増
す につれ発生頻度が高 くな り,54例中40例が15歳以上
で74.1%を占めて いた。男女比 は1.8対1であ り成 人
の膀胱腫瘍 の性比4。1対13)とはやや傾向が異 なってお
り,男 女 の較差が少ないことが特徴である.主 訴 は記
載の明 らかな50例中46例(92%)が血尿であ り,そ の





















肉眼的血尿を主訴 として受診 しても膀胱炎 として処置




















発 を認 めた6例 の内1例 は,17歳時 にG1>G2,
pTlaの膀胱移行上皮癌 を発症 しTUR-Btを施行 さ





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































青木,ほ か:若 年者 ・膀胱癌
たし浸潤癌 となり,初発後19年目で膀胱全摘術,放 射
線療法が行われたが,20年目に肺転移,骨転移をきた
し癌死 している11)この ように予後不良な症例 も存
在 し,必ず しも若年性膀胱癌のすべてが低悪性度とも
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